
中
国
最
初
の
公
立
幼
稚
師
範
学
校
に
お
け
る

教
師
養
成
の
実
践
と
そ
の
理
論
的
背
景

1
陳
鶴
琴
の
「
活
教
育
」

の
思
想
と
の
関
連
1
1
－

楊
　
　
　
玉
　
珍

工
、

は
じ
め
に

　
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日
江
酉
泰
和
で
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚

師
範
学
校
（
一
九
四
三
年
二
月
に
は
国
立
と
な
る
）
が
創
立
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
最
初
の
公
立
幼
稚
師
範
学
校
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
以
前
の
幼
稚
園
教
師
の
養
成
は
、
師
範
学
校
に
付

設
の
幼
稚
師
範
科
や
、
教
会
や
民
間
個
人
が
創
立
し
た
幼
稚
師
範

学
校
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
。
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の

創
立
は
、
中
国
の
幼
稚
園
教
師
の
養
成
史
上
、
き
わ
め
て
大
き
な

歴
史
的
意
義
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
校
は
、
中
国
に
お
け
る
初

め
て
の
公
立
幼
稚
師
範
学
校
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
な

い
よ
う
な
申
国
独
自
の
幼
稚
園
教
師
の
養
成
の
実
践
が
行
わ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
校
の
創
立
の
背
景
と
、
教
師
養
成
の

実
践
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
け
る
幼
稚
園
教
師

の
養
成
及
び
幼
稚
園
教
育
の
歴
史
の
解
明
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
同
校
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研

究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
－
。

　
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
創
立
に
、
実
際
的
な
力
を
発

揮
し
た
の
は
当
時
申
国
の
幼
稚
園
教
育
界
の
申
心
人
物
で
あ
っ
た

陳
鶴
琴
で
あ
る
⑫
。
彼
は
、
同
校
の
校
長
と
し
て
教
師
養
成
の
実

践
を
指
導
し
た
。
本
論
は
、
こ
の
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校

の
教
師
養
成
の
実
践
の
意
義
を
、
陳
鶴
琴
の
教
育
思
相
ψ
－
1
「
活

教
育
」
の
思
相
↑
と
の
関
連
に
お
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
同
校
創
立
に
到
る
当

時
の
申
国
の
幼
稚
園
教
育
の
状
況
、
そ
し
て
、
そ
の
状
況
に
よ
る

課
題
意
識
に
応
じ
た
陳
鶴
琴
の
思
想
的
課
題
を
検
討
す
る
。
次
に
、

同
校
に
お
け
る
教
師
養
成
の
実
践
を
分
析
す
る
。
更
に
、
岡
校
の
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実
践
と
陳
鶴
琴
の
「
活
教
育
」
の
主
張
と
の
実
際
的
関
連
を
論
じ

る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
、
中
国
の
幼
稚
園
教
師
の
養
成
の

歴
史
に
お
け
る
同
校
の
実
践
の
意
義
を
考
察
す
る
。
考
察
の
申
心

と
な
る
資
料
は
、
同
校
の
教
師
が
そ
の
教
育
実
践
に
関
し
て
、
当

時
の
教
育
雑
誌
（
主
に
『
活
教
育
』
）
に
載
せ
た
実
践
報
告
、
及

び
陳
鶴
琴
の
四
十
年
代
の
「
活
教
育
」
に
関
す
る
著
述
で
あ
る
。

u
、

江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
創
立
の

時
代
的
背
景

　
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
申
国
の
幼
稚

園
教
師
の
養
成
を
担
っ
た
の
は
、
主
に
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
幼
稚
師
範
学
校
と
女
学
校
に
付
設
さ
れ
た

幼
稚
師
範
科
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蘇
州
の
景
海
女
子
師
範
幼
稚

師
範
科
、
杭
州
の
弘
遣
女
子
中
学
幼
稚
師
範
科
、
福
州
協
和
幼
稚

師
範
学
校
な
ど
で
あ
る
。
当
時
、
申
国
側
の
教
育
機
関
の
申
で
、

幼
稚
師
範
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
北
平
女
子
高
等
師
範
、
江

蘇
第
一
女
子
師
範
学
校
の
二
、
三
例
し
か
な
か
っ
た
⑫
。
教
会
の

幼
稚
園
教
師
の
養
成
機
関
の
卒
業
生
は
全
国
の
幼
稚
園
に
就
職
し

て
幼
児
の
教
育
に
従
事
し
て
い
た
。
だ
が
、
二
〇
年
代
後
半
に
な

る
と
、
宗
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
、
教
育
の
内
容
、
方
法
、
施
設
な

ど
の
す
べ
て
が
単
純
に
外
国
を
模
傲
す
る
幼
稚
園
教
育
は
申
国
の

実
情
に
そ
ぐ
わ
な
り
」
と
が
、
幼
稚
園
教
育
の
先
覚
者
達
に
よ
り

指
摘
さ
れ
は
じ
め
仏
、
申
国
の
子
供
に
適
し
た
幼
稚
園
教
育
を
実

現
す
る
た
め
の
幼
稚
園
教
師
の
養
成
が
希
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　

ま
た
、
当
時
の
幼
稚
園
は
い
く
つ
か
の
大
都
市
に
集
中
し
、
高

い
経
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、
一
般
の
民
衆
に
は
手
の
屈
か
な
い

も
の
で
あ
っ
た
が
崎
、
二
〇
年
代
は
、
幼
稚
園
教
育
を
一
般
民
衆

に
ま
で
普
及
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
は
じ
め
た
。
幼
稚
園
が
一

般
民
衆
に
ま
で
普
及
す
る
た
め
に
は
、
幼
稚
園
教
師
を
養
成
す
る

制
度
的
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
八
年
の
全
国
教
育
会
議
で
は
、
陶
行
知
と
陳
鶴
琴
に
よ

る
提
議
に
基
づ
き
、
　
「
注
重
幼
稚
教
育
案
」
㈹
が
可
決
さ
れ
、
各

省
区
に
、
幼
稚
師
範
学
校
を
開
設
す
る
か
師
範
学
校
（
あ
る
い
は
、

高
等
学
校
師
範
科
）
内
に
幼
稚
師
範
科
を
付
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
九
三
二
年
二
一
月
一
七
日
、
国
民
政
府
が
「
師
範
学
校
法
」

を
公
布
し
た
。
そ
の
第
二
条
に
は
、
　
「
師
範
学
校
が
…
…
幼
稚
師

範
科
を
付
設
す
る
」
こ
と
、
第
三
条
に
は
、
　
「
幼
稚
師
範
科
の
修

業
年
限
が
二
年
か
ら
三
年
ま
で
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
二
九
三
五
年
六
月
二
二
日
に
は
、
　
「
修
正
師
範
学
校
規
程
」

が
発
布
さ
れ
、
そ
の
第
二
八
条
に
お
い
て
、
三
年
制
と
二
年
制
の
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幼
稚
師
範
科
の
教
育
科
目
に
つ
い
て
初
め
て
規
定
さ
れ
て
い
る
ω
。

　
そ
し
て
ま
た
、
一
九
三
七
年
に
勃
発
し
た
申
日
戦
争
に
よ
る
戦

争
孤
児
の
養
育
は
大
き
な
社
会
間
題
と
な
り
、
こ
の
事
態
は
公
立

の
幼
稚
園
師
範
学
校
の
創
立
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
江
酉
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
背
景

と
し
て
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日
に
創
立
さ
れ
た
。
江
西
省
で

は
、
長
期
の
戦
争
や
自
然
災
害
の
影
響
で
、
人
民
の
生
活
は
困
窮

し
て
い
た
。
生
産
の
発
展
、
人
民
生
活
の
改
善
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
の
た
め
に
は
、
教
育
に
よ
る
捷
進
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

江
西
省
主
席
熊
式
輝
と
江
酉
省
教
育
癩
長
程
時
熔
は
江
西
省
立
実

験
幼
稚
師
範
学
校
の
創
立
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
創
立

に
当
た
っ
て
は
、
当
時
申
国
の
幼
稚
園
教
育
界
で
最
も
注
冨
さ
れ

て
い
た
陳
鶴
琴
を
、
本
校
の
教
育
実
践
の
指
導
者
に
起
用
し
た
の

で
あ
る
。

　
申
日
戦
争
の
こ
ろ
、
陳
鶴
琴
は
上
海
租
界
で
難
民
教
育
に
従
事

し
て
い
た
。
当
時
、
重
慶
に
移
っ
て
い
た
民
国
教
育
部
が
、
陳
鶴

琴
に
、
国
民
教
育
委
員
会
の
責
任
者
に
な
る
こ
と
を
要
講
し
た
が
、

彼
は
こ
れ
を
辞
し
て
、
江
酉
省
に
行
き
、
省
立
の
実
験
幼
稚
師
範

学
校
の
創
設
に
尽
カ
し
た
の
で
あ
る
。
陳
鶴
琴
自
身
に
よ
れ
ば
、

彼
の
創
立
の
尽
力
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
思
想
が
あ
る
。

　
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
陳
鶴
琴
は
、
申
学
校
時
代
か
ら
教

会
学
校
で
学
び
、
そ
の
際
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教

の
博
愛
、
平
等
、
犠
牲
の
精
神
は
、
彼
を
お
お
い
に
感
化
す
る
も

の
で
あ
っ
た
価
。
　
「
宗
教
の
精
神
は
、
私
に
深
い
影
響
を
与
え
、

私
を
教
育
の
闘
士
に
さ
せ
た
。
…
…
早
く
か
ら
私
は
、
一
生
を
労

苦
の
大
衆
に
捧
げ
る
こ
と
を
志
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
　
『
他
の
人

が
や
り
た
く
な
い
こ
と
、
や
る
勇
気
が
な
い
こ
と
、
軽
視
し
て
や

ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
自
分
は
や
る
ら
と
い
う
宗
旨
を
も
っ

た
。
清
華
大
学
時
代
に
工
友
補
習
班
を
作
っ
た
こ
と
、
留
学
時
代

に
華
僑
童
子
軍
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
、
帰
国
後
に
甫
京
鼓
楼

幼
稚
園
を
創
立
し
た
こ
と
、
汝
」
れ
ら
は
す
べ
て
こ
の
信
念
に
基
づ

い
て
い
る
。
幼
稚
師
範
学
校
の
創
立
に
う
ち
こ
ん
だ
の
も
こ
の
よ

う
な
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
L
⑨
と
、
彼
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

陳
鶴
琴
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
、
　
旨
・
旨
竃
ぎ
暮
◎
①
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
た
黒
人
教
育
視
察
団
に
参
加
し
、
黒
人
学
校
で
あ

る
、
冒
層
け
竃
H
婁
江
g
訂
と
　
旨
ω
冨
潟
窯
学
校
を
参
観
し
た
。

学
校
は
、
黒
人
の
教
師
と
学
生
が
共
同
し
て
、
自
分
達
の
た
め
の

学
校
を
自
分
の
手
で
建
設
、
管
理
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
で
行
わ
れ
て
い
た
生
き
生
き
と
し
た
教
育
は
、
陳
鶴
琴
に
深
い

感
銘
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
彼
は
中
国
人
に
よ
る
申
国
人
の
た
め

の
教
育
を
実
際
的
な
試
行
錯
誤
を
通
し
て
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

た
。
こ
の
よ
う
な
申
国
に
お
け
る
全
体
的
な
教
育
改
革
の
一
環
と
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し
て
、
彼
は
幼
稚
師
範
教
育
の
実
践
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
⑩
。

皿
、

江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教
師
養
成
の

実
践

　
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
は
、
幼
稚
師
範
専
修
科
（
幼
稚

師
範
学
校
の
教
師
と
児
童
教
育
研
究
の
人
材
を
養
成
す
る
）
、
幼

稚
師
範
部
、
附
属
小
学
校
、
附
属
幼
稚
園
と
附
属
嬰
児
院
の
五
っ

か
ら
組
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
幼
稚
師
範
部
の
教
師
養

成
の
実
践
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
幼
稚
師
範
部
は
幼
稚
園
と
小
学

校
の
教
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
ω
。
そ
れ
は
ど

の
様
な
実
践
活
動
を
通
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
1
、
課
程
の
編
成
の
特
徴

　
一
九
三
五
年
六
月
二
二
日
の
「
修
正
師
範
学
校
規
程
」
で
は
、

幼
稚
師
範
科
の
教
育
課
程
と
教
授
時
数
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

三
年
制
の
幼
稚
師
範
科
の
課
程
は
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

課
程
の
規
定
は
、
普
通
の
師
範
学
校
の
教
育
心
理
を
児
童
心
理
に
、

小
学
校
教
材
及
教
授
法
を
幼
稚
園
教
材
及
教
授
法
に
、
小
学
校
行

政
を
幼
稚
園
行
政
に
改
め
る
他
、
保
育
法
の
一
科
目
を
加
え
た
以

外
、
一
般
の
師
範
学
校
の
課
程
の
規
定
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
し
、

全
体
的
に
幼
稚
園
教
育
の
科
目
が
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江

西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
課
程
の
設
置
は
資
料
表
二
の
と
お

り
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
「
修
正
師
範
学
校
規
程
」
に
準
拠
し
て

い
る
が
、
科
目
の
編
成
、
内
容
の
面
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
違

い
が
見
ら
れ
る
。

ω
　
幼
稚
園
と
小
学
校
の
教
育
内
容
と
の
対
応
を
重
視
す
る
た
め
、

　
諾
科
目
を
融
合
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
小
学
校
の
「
社
会
」
、

　
幼
稚
園
の
「
常
識
」
と
対
応
す
る
た
め
、
　
「
歴
史
」
と
「
地
理
」

　
を
「
社
会
」
の
一
科
目
に
、
　
「
生
物
」
　
「
化
学
」
　
「
物
理
」
を

　
「
自
然
」
の
一
科
目
に
融
合
す
る
。
そ
し
て
、
教
育
実
践
と
の

　
関
連
へ
の
重
視
及
び
実
践
の
申
で
の
学
習
と
い
う
主
張
に
基
づ

　
い
て
、
　
「
幼
稚
園
教
材
及
教
授
法
」
と
「
実
習
」
を
「
教
授
及

　
実
習
」
の
一
科
目
に
融
含
す
る
。
そ
れ
は
、
幼
稚
園
教
材
と
教

　
育
方
法
に
つ
い
て
の
教
授
が
、
幼
稚
園
で
の
実
際
の
実
習
の
中

　
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

②
　
教
職
用
専
門
教
育
の
内
容
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
学
習
心
理
な
ど
を
内
容
と
し
た
「
教
育
心
理
」
の
科
目
、
及
び

　
青
年
心
理
、
群
衆
心
理
、
職
業
心
理
な
ど
を
内
容
と
し
た
「
人

　
生
心
理
」
の
科
目
を
加
え
た
サ
」
と
、
　
「
保
育
法
」
に
か
わ
っ
て
、

　
「
家
庭
教
育
」
を
設
け
、
児
童
保
育
法
の
ほ
か
、
親
に
対
す
る

　
教
育
を
教
育
内
容
に
い
れ
る
こ
と
、
　
「
幼
稚
園
行
政
」
の
か
わ
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り
に
、
幼
稚
園
教
育
発
展
史
、
各
国
幼
稚
園
教
育
の
概
況
、
幼

　
稚
園
教
育
行
政
、
幼
稚
園
教
育
研
究
な
ど
の
幅
広
い
内
容
を
含

　
む
「
幼
稚
教
育
」
の
科
目
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。

㈹
　
一
般
科
目
の
内
容
が
、
幼
稚
園
教
育
と
密
接
な
関
連
を
も
っ

　
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
　
「
体
育
」
の
申
に
、
学

　
生
の
一
般
身
体
教
育
の
ほ
か
、
児
童
遊
戯
と
韻
律
活
動
の
内
容

　
を
い
れ
た
サ
」
と
、
　
「
国
語
」
の
中
に
、
一
般
の
国
語
教
育
内
容

　
の
ほ
か
、
児
童
文
学
理
論
と
創
作
の
内
容
を
い
れ
た
こ
と
、
及

　
び
「
音
楽
」
が
児
童
音
楽
を
申
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
　
「
衛

　
生
」
が
児
童
衛
生
、
婦
女
衛
生
を
申
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　
と
に
、
現
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
点
が
、
教
育
部
が
規
定
し
た
幼
稚
師
範

科
の
教
育
課
程
と
比
較
し
て
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の

教
育
課
程
の
編
成
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
幼
稚
園

教
育
に
関
す
る
近
代
的
な
教
育
内
容
が
重
視
さ
れ
、
教
育
現
場
の

幼
稚
園
や
小
学
校
と
の
関
連
が
目
指
さ
れ
た
と
い
。
え
る
。
そ
れ
は

幼
稚
園
の
教
師
と
し
て
、
近
代
的
な
専
門
知
識
と
技
能
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
課
程
を
も
つ
、
江
酉
省
立
実
験

幼
稚
師
範
学
校
で
の
実
際
の
授
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
2
、
授
業
の
実
際

　
こ
の
学
校
で
は
、
書
物
を
使
っ
て
教
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

身
の
ま
わ
り
の
実
際
の
自
然
や
社
会
の
出
来
事
か
ら
教
材
を
選
ぶ

こ
と
が
非
常
に
重
視
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
時
節
に
沿
っ
た
自
然

現
象
や
、
日
常
生
活
で
の
出
来
事
を
「
自
然
」
の
教
材
と
し
て
取

り
入
れ
た
り
、
時
事
間
題
を
「
社
会
」
の
教
材
と
し
て
取
り
入
れ

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
雑
誌
、
新
聞
の
文
章
、
書
物
が
参
考
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
2
〕

と
し
て
活
用
さ
れ
た
o
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
教
材
と
し
た
授
業
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
　
幼
稚
園
教
育
の
実
際
と
の
関
連
が
重
視
さ
れ
た
。
特
に
児
童

心
理
、
幼
稚
教
育
の
科
目
の
授
業
は
、
嬰
児
院
や
幼
稚
園
を
教
室

に
し
て
行
わ
れ
た
。
児
童
心
理
と
し
て
は
、
学
生
が
直
接
に
幼
稚

園
や
嬰
児
院
の
子
ど
も
の
行
動
を
観
察
し
、
詳
し
く
記
録
し
て
か

ら
、
関
連
あ
る
各
種
の
資
料
を
参
考
し
て
、
研
究
報
告
を
作
る
。
．

そ
れ
を
も
と
に
、
共
同
討
論
を
行
い
、
子
供
の
発
達
に
お
け
る
各

種
の
心
理
現
象
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
、
帖
」
う
し
て
得
た
児
童
心
理

の
知
識
を
い
か
に
教
育
の
場
面
に
応
用
す
る
か
に
つ
い
て
も
共
同

討
論
が
な
さ
れ
た
。
教
授
及
実
習
と
い
う
科
目
の
教
授
の
時
間
数

が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
幼
稚
園
や
托
児
所
、
嬰
児
院
の
参

観
と
実
習
を
通
し
て
、
実
際
の
幼
稚
園
教
材
の
開
発
、
幼
稚
園
教
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育
方
法
の
実
験
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
工

芸
及
実
習
で
は
、
木
工
、
紙
工
、
編
織
の
工
作
を
し
、
幼
稚
園
の

教
材
用
具
の
開
発
及
び
修
理
の
能
力
の
育
成
が
重
視
さ
れ
た
。

ω
　
学
生
に
は
実
際
の
操
作
、
創
作
の
機
会
が
多
く
与
え
ら
れ
た
。

　
た
と
え
ば
、
　
「
国
語
」
の
教
授
α
と
し
て
、
①
自
分
の
身
近
な

　
題
材
を
選
ん
で
文
章
を
書
か
せ
る
。
②
学
生
の
作
品
あ
る
い
は

　
刊
行
物
で
も
間
違
い
の
あ
る
文
章
を
、
週
に
一
回
か
二
回
も
ち

　
よ
っ
て
、
自
分
の
見
解
を
発
表
し
、
文
章
の
内
容
、
形
式
、
文

　
法
の
間
違
い
を
訂
正
し
あ
っ
た
。
③
集
団
創
作
と
し
て
、
一
つ

　
の
題
目
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
討
論
し
、
創
作
の
要
旨
と
程
序

　
を
決
め
、
一
人
の
学
生
を
推
薦
し
執
筆
さ
せ
る
こ
と
が
お
こ
な

　
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
個
人
の
狭
い
認
識
を
超
え
て
、
題
材

　
の
処
理
と
材
料
の
整
理
す
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
有
効
で
あ
る

　
と
さ
れ
た
。
④
地
域
住
民
の
た
め
に
「
文
江
報
壁
」
、
学
校
内

　
の
た
め
に
は
「
幼
師
園
地
」
と
い
う
壁
新
聞
を
発
行
し
た
。
以

　
上
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
整
理
、
思
考
、
創
作
の
経
験
を

　
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
家
事
、
農
工
芸

　
及
実
習
、
美
術
、
音
楽
等
の
授
業
に
お
い
て
も
、
同
様
に
実
際

　
の
操
作
、
創
作
の
機
会
が
多
く
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

㈹
　
現
実
社
会
に
関
す
る
研
究
が
学
習
の
一
部
と
し
て
重
視
さ
れ

　
た
。
政
治
、
経
済
、
文
化
、
軍
事
な
ど
が
現
実
社
会
と
の
関
連

　
を
通
し
て
研
究
、
学
習
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
社
会
参
観
、
農

　
村
調
査
、
時
事
の
宣
伝
、
負
傷
兵
士
、
難
民
の
救
護
な
ど
の
活

　
動
を
通
し
て
、
国
際
の
情
勢
、
申
国
の
社
会
に
つ
い
て
の
認
識

　
　
　
　
　
　
　
幻

　
が
獲
得
さ
れ
た
o
。

㈹
　
教
師
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
教
授
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
一
人
の
教
師
が
一
つ
の
科
目
を
担
当
す
る
の
で
な
く
、

　
一
つ
の
科
目
を
分
け
て
、
複
数
の
教
師
が
自
分
の
得
意
な
面
の

　
教
授
を
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
語
の
教
師
と
し

　
て
、
あ
る
教
師
は
詩
歌
が
得
意
で
、
あ
る
教
師
は
小
説
が
得
意

　
で
、
あ
る
教
師
は
児
童
文
学
が
得
意
で
あ
る
時
、
共
同
で
教
材

　
の
綱
要
を
決
め
、
各
々
の
教
師
が
各
自
の
得
意
な
面
の
教
授
を

　
担
当
す
る
⑰
。
ま
た
、
教
師
が
相
互
に
学
び
合
う
こ
と
が
重
視

　
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
A
先
生
の
授
業
の
時
、
B
先
生
が
傍
聴
に

　
い
く
、
B
先
生
の
授
業
の
時
、
C
先
生
が
傍
聴
に
い
く
。
そ
し

　
て
、
授
業
後
、
集
ま
っ
て
共
同
討
論
を
行
い
、
共
に
進
歩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

　
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
い
。

㈲
　
学
生
の
学
習
に
お
い
て
も
、
共
同
の
討
論
を
通
し
て
、
共
に

　
進
歩
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
個
人
競
争
は
、
相
互
の
不
信

　
感
、
ま
た
カ
ン
ニ
ン
グ
の
な
ど
の
不
正
の
発
生
を
促
す
危
険
が

　
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
退
け
ら
れ
た
。
共
同
討
論
、
共
同
研
究
で
、

　
相
互
に
刺
激
し
、
共
に
進
歩
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
　
「
分
組

一24一



　
討
論
L
と
「
共
同
研
究
」
の
学
習
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
能
力

　
の
高
い
者
は
能
力
の
低
い
者
を
助
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
学
習
成
績
は
組
の
全
体
の
進
歩
か
ら
判
断
さ
れ
た
。
　
「
分
組
討

　
論
」
と
「
共
同
研
究
し
の
学
習
方
式
に
適
す
る
よ
う
に
、
幼
稚

　
師
範
学
校
の
教
室
の
机
は
会
議
用
の
机
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
一
教
室
に
六
つ
の
机
が
置
か
れ
て
、
一
組
の
学
生

　
　
（
八
人
く
ら
い
）
が
一
つ
の
机
を
囲
ん
で
座
る
よ
う
に
な
っ
て

　
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
江
酉
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
で
は
、
近
代

的
な
学
習
内
容
を
取
入
れ
、
幼
稚
園
の
現
場
と
の
関
連
を
通
し
て
、

生
徒
の
自
主
的
学
習
を
求
め
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
理
解
や
、
実

際
の
研
究
能
力
、
創
作
の
能
力
及
び
実
践
の
能
力
の
養
成
が
つ
ね

に
重
視
さ
れ
た
。
更
に
、
専
門
領
域
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
ず
、

現
実
杜
会
に
つ
い
て
の
認
識
も
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
学
習
活

動
、
教
授
活
動
に
一
貫
し
た
教
育
方
針
は
、
共
に
進
歩
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
で
は
里
以
上
に
述
べ
た

よ
う
な
幼
稚
園
教
師
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
や
能
力
の
養
成
が

目
指
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
本
校
の
教
師
養
成
の
実
践
で
は
、

労
働
、
訓
育
（
道
徳
教
育
）
も
重
視
さ
れ
た
。

　
　
　
3
、
日
常
生
活
と
労
働
か
ら
の
出
発

　
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
で
は
、
　
「
手
脳
並
用
、
文
武
合

一
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
日
常
生
活
の
自
己
管
理
、
生
産
、

建
設
労
働
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
学
習
内
容
の
重

要
な
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ

る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
α
。

　
第
一
、
自
分
達
の
学
習
場
所
を
自
分
達
で
作
っ
た
こ
と
。
一
九

四
〇
年
一
〇
月
一
臼
の
開
学
の
時
点
で
は
、
校
舎
の
建
設
が
ま
だ

完
了
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
学
生
と
教
師
は
と
も
に
、
校
舎
の
建

設
労
働
に
参
加
し
た
。
学
生
は
十
人
ず
つ
一
組
に
分
か
れ
て
、
組

毎
に
一
人
の
教
師
が
つ
き
、
道
路
を
闘
き
、
煉
瓦
の
代
わ
り
に
使

う
た
め
の
草
を
編
み
、
土
や
石
を
担
い
、
木
を
伐
採
し
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
一
年
の
後
に
は
、
光
明
路
、
真
理
路
、
創
造
路
、

建
設
路
が
開
か
れ
、
建
築
の
青
松
在
抱
楼
（
総
事
務
臆
）
、
天
翼

堂
（
礼
堂
）
、
フ
レ
ー
ベ
ル
院
（
教
室
）
、
孟
母
院
（
教
室
）
、

デ
ユ
ー
イ
院
（
附
小
の
工
作
室
）
、
松
濤
齋
（
宿
舎
）
、
龍
泉
齋

（
宿
舎
）
、
放
鶴
亭
と
鳴
琴
館
な
ど
が
立
て
ら
れ
た
。
運
動
場
も

整
備
さ
れ
た
。

　
第
二
、
自
分
達
の
食
料
を
自
分
達
で
作
っ
た
こ
と
。
学
校
に
は

農
場
が
あ
り
、
こ
こ
で
、
学
生
及
び
教
職
貝
の
食
用
の
た
め
の
野

菜
や
果
物
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
豚
や
鶏
、
あ
ひ
る
も
飼
育
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さ
れ
た
。
農
具
や
遺
具
は
多
く
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
耕
牛
も
飼
育

し
て
い
た
。

　
上
の
よ
う
な
生
産
労
働
の
重
視
は
学
校
が
創
っ
た
独
自
の
「
労

働
早
操
」
他
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
、
自
分
達
の
生
活
、
学
習
環
境
を
自
分
達
で
自
主
的
に
管

理
す
る
こ
と
。
教
室
の
清
潔
、
寝
室
の
清
潔
、
食
堂
の
管
理
な
ど

は
す
べ
て
学
生
が
行
っ
た
。
学
生
は
八
人
一
組
に
分
か
れ
て
、
学

生
と
教
職
員
の
た
め
の
食
晶
の
購
入
、
食
事
の
用
意
、
後
か
た
づ

け
な
ど
を
、
当
番
制
で
担
当
し
た
。

　
同
校
で
行
わ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
実
践
活
動
に
つ
い
て
、
陳
鶴

琴
は
、
　
「
労
働
と
学
習
は
分
立
す
る
も
の
で
な
く
、
岡
一
の
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

の
申
で
こ
そ
完
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
o
。
　
「
生
活
環
境
を
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

す
る
試
み
は
す
べ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
教
育
の
機
会
で
あ
る
」
⑫
と

述
べ
て
い
る
。
幼
稚
師
範
学
校
の
卒
業
生
は
当
時
の
生
活
を
回
想

し
、
学
校
の
生
産
労
働
、
日
常
生
活
の
自
己
管
理
が
「
…
：
わ
れ

わ
れ
の
生
活
能
力
を
鍛
え
て
、
皆
に
奉
仕
す
る
精
神
を
育
て
た
」
⑰

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
同
校
で
は
、
幼
稚
園
教
育
に
関
す
る
知
識
や
技
能

の
教
授
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
を
起
点
と
し
て
、
生
産
労
働
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
能
力
、
建
設
の
能
カ
、
生
活
管
理
の
能

力
及
び
奉
仕
の
精
神
を
持
つ
新
し
い
幼
稚
園
教
師
の
養
成
が
志
向

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
方
針
は
次
の
よ
う
な
訓
育

く
遣
徳
教
育
）
の
特
徴
と
も
縞
び
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
4
、
訓
育
（
道
徳
教
育
）
の
特
徴

　
同
校
で
、
訓
育
の
機
能
を
も
つ
組
織
と
し
て
は
、
幼
獅
団
が
あ

っ
た
。
幼
獅
団
と
は
、
同
校
の
場
合
、
学
級
の
枠
を
超
え
て
、
学

生
全
員
が
十
隊
に
分
か
れ
て
緒
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

教
師
が
学
生
を
指
導
す
る
た
め
の
組
織
で
は
な
く
、
学
生
自
身
に

よ
っ
て
集
団
生
活
の
申
で
自
己
教
育
し
、
環
境
改
造
を
通
し
て
、

民
族
精
神
を
発
揚
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
　
「
幼
獅
団
」

と
名
付
け
た
理
由
は
、
①
全
て
の
人
々
の
心
の
申
に
は
眠
っ
て
い

る
「
獅
子
」
が
い
る
、
そ
の
「
獅
子
」
を
お
こ
し
、
更
に
全
国
大

衆
の
心
の
申
の
「
獅
子
」
を
お
こ
し
、
国
家
、
民
族
の
た
め
「
獅

子
」
の
威
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
、
②
幼
い
「
獅
子
」
は
、
成

長
し
っ
っ
、
は
っ
ら
っ
と
し
た
カ
、
生
気
に
あ
ふ
れ
る
、
③
「
幼

獅
」
は
幼
稚
師
範
学
校
の
「
幼
師
」
と
同
音
語
で
あ
る
、
の
三
点

　
　
　
刎

と
い
う
⑫
。

　
幼
獅
団
が
研
究
活
動
、
研
修
活
動
及
び
娯
楽
活
動
を
主
催
し
て

い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
個
人
が
秀
で
る
こ
と
を
目
指
す
の

で
な
く
、
全
員
の
進
歩
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
幼
獅

団
に
は
次
の
四
っ
の
信
条
が
あ
る
。
即
ち
、
①
品
行
端
正
な
学
生
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に
な
る
だ
け
で
な
く
、
民
族
復
興
の
幹
部
に
な
り
、
積
極
的
に
民

族
復
興
の
事
業
に
参
加
す
る
、
②
学
生
が
一
方
的
に
師
長
の
指
導

を
受
け
る
の
で
な
く
、
学
生
の
間
の
相
互
関
係
で
教
育
効
果
を
あ

げ
る
。
教
師
と
学
生
と
は
対
等
で
あ
る
。
③
団
の
組
織
の
機
能
：

a
．
個
人
の
社
会
化
を
推
進
す
る
、
b
．
自
己
申
心
を
克
服
し
、

団
の
力
で
奉
公
、
為
公
、
重
公
、
愛
公
、
従
公
、
天
下
為
公
の
意

識
を
育
て
る
、
・
．
集
団
の
力
を
発
揮
す
る
、
④
な
す
こ
と
を
通

し
て
学
ぶ
、
な
す
こ
と
を
通
し
て
教
え
、
な
す
こ
と
を
通
し
て
進

歩
を
求
め
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
幼
獅
団
」
と
名
付
け
た
理
由
及
び
幼
獅
団
の
信

条
か
ら
、
同
校
の
調
育
は
、
一
般
の
晶
行
、
遣
徳
の
修
養
に
限
ら

ず
、
国
家
、
民
族
復
興
の
幹
部
と
し
て
、
個
人
の
利
己
的
な
「
私
」

を
克
服
し
、
　
「
公
」
社
会
へ
の
奉
仕
の
精
神
の
養
成
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
教
師
が
一
方
的
に
学
生
を

指
導
す
る
の
で
な
く
、
学
生
達
自
身
が
組
織
す
る
集
団
活
動
に
お

い
て
体
得
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

　
以
上
、
江
酉
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教
師
養
成
の
実
践
に

つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
の
実
践
の
特
徴
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
　
個
人
競
争
に
よ
る
個
人
の
進
歩
で
は
な
く
、
集
団
の
力
を
発

　
揮
し
、
共
同
の
進
歩
が
常
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
富
指
し
て

　
の
共
同
討
論
と
共
同
研
究
は
同
校
の
教
育
実
践
に
一
貫
し
た
教

　
育
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
実
践
の
能
力
の
養
成
を
目
指
し
て
、

　
実
際
の
操
作
、
実
践
が
常
に
重
視
さ
れ
た
。

②
　
幼
稚
園
教
師
の
養
成
を
目
標
に
し
て
、
実
践
の
中
で
目
指
さ

　
れ
た
幼
稚
園
教
師
の
人
間
像
は
、
近
代
的
な
専
門
知
識
と
技
能

　
を
獲
得
し
た
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
、
民
族
の
復
興
の
た

　
め
、
現
実
社
会
に
つ
い
て
の
認
識
、
　
「
私
」
を
抑
え
た
上
で
、

　
他
人
、
民
族
、
社
会
へ
の
奉
仕
す
る
精
神
、
及
び
、
生
産
、
建

　
設
の
能
力
、
生
活
管
理
の
能
力
、
実
際
の
研
究
の
能
力
、
実
践

　
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
者
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教

師
養
成
の
実
践
は
、
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

歴
史
的
意
義
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
同

校
の
創
立
に
実
際
的
な
力
を
発
揮
し
た
の
は
陳
鶴
琴
で
あ
る
。
江

西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
六
年
間
の
歴
史
の
中
で
、
陳
鶴
琴

は
校
長
と
し
て
、
同
校
の
教
師
養
成
の
実
践
を
指
導
し
た
。
そ
こ

で
次
に
、
同
校
で
行
わ
れ
た
教
師
養
成
の
実
践
の
意
義
に
つ
い
て
、

陳
鶴
琴
の
教
育
思
揮
1
－
「
活
教
育
」
の
教
育
思
箪
1
1
と
の
関

連
を
通
し
て
考
察
す
る
。
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w
、

陳
鶴
琴
の
「
活
教
育
」

実
践
と
の
関
連

の
主
張
と
教
師
養
成
の

　
陳
鶴
琴
は
、
申
国
の
杜
会
の
事
情
を
考
え
ず
に
、
単
純
に
外
国

教
育
の
理
論
を
輸
入
す
る
教
育
の
現
状
に
対
し
て
批
判
し
、
申
国

の
現
実
社
会
の
要
求
、
民
族
の
精
神
に
合
致
す
る
新
し
い
教
育
理

論
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
㈱
。
彼
は
当
時
欧
米

諾
国
に
潮
流
と
し
て
あ
っ
た
新
教
育
運
動
に
応
じ
る
姿
勢
で
、
特

に
デ
ユ
ー
イ
の
　
血
吊
一
蟹
昌
一
潟
耳
ま
一
潟
、
岨
の
思
想
か
ら
深
い
影

響
を
受
け
て
、
　
「
活
教
育
」
　
（
ご
ま
潟
＆
暮
算
一
竃
）
を
提
唱
し

た
。
こ
れ
は
、
申
国
人
に
よ
る
申
国
人
の
た
め
の
教
育
を
、
実
際

的
な
試
行
錯
誤
を
通
し
て
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。　

「
活
教
育
」
の
「
活
」
と
は
「
死
」
で
は
な
く
活
き
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
陳
鶴
琴
は
従
来
行
わ
れ
て
き
た
申
国
の
教
育
を

「
死
教
育
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
彼
は
、
　
「
死
教
育
し
で
は
、

教
育
の
冨
的
は
多
く
の
零
細
な
知
識
と
技
能
を
教
え
込
む
こ
と
に

あ
り
、
ク
ラ
ス
教
授
の
形
で
教
師
が
口
で
一
方
的
に
教
え
込
み
、

教
育
課
程
が
固
定
的
で
、
教
材
は
公
式
的
で
あ
り
、
教
師
と
子
ど

も
の
間
に
は
明
確
な
区
別
が
あ
り
、
教
師
は
活
動
の
申
心
で
、
権

カ
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
管
理
し
て
お
り
、
学
校
は
社
会
に
関
連
し

て
い
な
い
と
、
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
死
教
育
」
に
対
し
て
、

「
活
教
育
」
が
主
張
す
る
活
き
た
教
育
は
、
人
間
と
し
て
あ
る
べ

き
態
度
、
優
良
な
習
慣
の
養
成
、
内
在
の
興
昧
の
発
見
、
探
究
の

方
法
、
人
生
の
基
本
技
能
の
獲
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
な
す

こ
と
を
通
し
て
学
び
、
な
す
こ
と
を
通
し
て
教
え
、
な
す
こ
と
を

通
し
て
進
歩
す
る
こ
と
を
求
め
、
教
育
課
程
の
編
成
と
教
材
の
選

択
は
児
童
心
理
と
社
会
の
需
要
に
基
づ
き
、
子
ど
も
が
活
動
の
申

心
で
、
自
己
管
理
し
、
学
校
は
教
師
と
子
ど
も
が
共
に
生
活
し
、

共
に
学
習
し
、
カ
を
合
わ
せ
て
環
境
を
改
造
し
、
社
会
に
奉
仕
す

る
た
め
の
処
点
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
教
育
で
あ
る
似
。

　
こ
の
よ
う
な
陳
鶴
琴
が
提
唱
す
る
「
活
教
育
」
の
恩
想
と
の
関

連
に
お
い
て
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教
師
養
成
の
実

践
の
意
義
を
考
察
し
よ
う
。

　
　
　
1
、
　
「
活
教
育
」
の
園
的
と
の
関
連

　
「
活
教
育
」
の
目
的
は
、
　
「
傲
人
、
傲
申
国
人
、
傲
現
代
申
国

人
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
に
成
る
、
中
国
人
に
成
る
、
現

代
的
申
国
人
に
成
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
傲
人
」
と
は
、
人
間
と
し
て
の
晶
行
、
道
徳
修
養
を
す
る
こ

と
を
意
昧
し
て
い
る
。
陳
鶴
琴
は
、
　
「
人
閲
は
他
者
と
の
相
互
関

係
の
申
に
い
る
、
よ
い
人
聞
関
係
を
つ
く
り
、
こ
の
関
係
を
通
し
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て
共
同
生
活
し
、
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
を
支
配
し
、
社

会
を
改
善
し
、
個
人
ひ
い
て
は
全
人
類
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
H

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
知
的
教
育
を
強
調
し
、
品
行
、
遣
徳
の
教

育
が
無
視
さ
れ
て
い
る
教
育
現
状
に
対
し
て
、
　
「
傲
人
」
の
間
題
、

即
ち
、
遺
徳
教
育
の
間
題
が
必
要
で
あ
る
と
、
彼
は
考
え
た
。
そ

れ
は
、
　
「
も
し
私
が
あ
な
た
な
ら
」
の
態
度
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
他
人
の
立
場
に
た
っ

て
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
人
々
が
皆
こ
の
よ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
　
「
全
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る
し
、
人
類
に
は

平
和
だ
け
が
あ
り
、
戦
争
が
無
い
；
天
堂
だ
け
が
あ
り
、
地
獄
が

な
い
；
幸
せ
だ
け
が
あ
り
、
苦
痛
が
な
い
の
で
あ
る
」
⑫
。
そ
し

て
、
自
分
の
感
情
的
な
も
の
を
抑
え
る
こ
と
、
公
平
で
あ
る
こ
と
、

自
分
を
犠
牲
し
、
他
人
を
助
け
る
こ
と
も
人
間
と
し
て
取
る
べ
き

態
度
で
あ
る
。

　
洩
」
の
よ
う
な
遣
徳
修
養
は
世
界
の
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
必
要

で
あ
る
が
、
ま
た
一
方
、
人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
環
境
の
申

で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
環
境
は
人

々
の
生
活
内
容
と
生
活
意
向
を
規
定
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
上
の

よ
う
な
一
般
的
な
修
養
の
他
に
、
人
間
に
は
そ
の
国
の
中
で
生
活

す
る
た
め
に
そ
の
国
の
人
間
と
し
て
育
て
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

当
時
の
申
国
杜
会
は
半
植
民
地
半
封
建
の
杜
会
で
、
人
民
の
生
活

は
非
常
に
困
窮
し
て
、
外
に
対
し
て
は
、
帝
国
主
義
の
干
渉
を
退

け
、
内
に
対
し
て
は
封
建
社
会
の
余
毒
を
清
算
し
て
、
民
主
的
科

学
的
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
が
全
て
の
申
国
人
に
と
っ
て
の
歴
史

的
使
命
で
あ
る
と
、
陳
鶴
琴
は
考
え
た
。
こ
の
様
な
歴
史
的
使
命

を
担
う
現
代
申
国
人
と
な
る
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
た
⑫
：

①
健
全
な
身
体
：
中
国
人
は
当
時
、
外
国
人
に
「
病
夫
」
と
呼

　
ば
れ
て
い
た
。
…
…
健
全
な
身
体
を
持
つ
こ
と
は
、
新
た
な
申

　
国
の
建
設
を
担
う
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

②
建
設
的
能
カ
：
学
生
を
様
々
な
建
設
活
動
に
従
事
さ
せ
て
、

　
学
校
の
工
場
、
学
校
の
農
場
を
開
発
し
、
ま
た
、
机
や
椅
予
の

　
修
理
、
環
境
の
整
備
等
を
経
験
さ
せ
、
建
設
的
能
力
を
育
て
る

　
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

③
創
造
の
能
力
：
数
百
年
来
の
科
挙
制
度
の
た
め
に
、
知
識
人

　
は
文
筆
上
で
の
能
カ
に
は
た
け
て
も
、
実
践
の
能
力
を
欠
い
て

　
い
た
。
今
後
は
、
創
造
能
力
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

　
さ
れ
た
。
子
ど
も
に
は
も
と
も
と
創
造
欲
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ

　
を
う
ま
く
誘
導
す
れ
ば
、
創
造
力
が
育
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

④
協
力
の
態
度
：
中
国
人
は
、
団
体
活
動
の
中
で
協
力
す
る
態

　
度
を
欠
き
、
そ
の
こ
と
が
中
国
の
遅
れ
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ

　
て
い
る
。
子
ど
も
が
小
ぎ
い
と
き
か
ら
、
協
力
団
結
の
態
度
を
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育
て
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

⑤
奉
仕
の
精
神
：
た
だ
知
識
技
能
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

　
奉
仕
す
る
こ
と
、
他
人
を
助
け
る
精
神
を
育
て
る
こ
と
が
必
要

　
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
一
九
四
八
年
の
文
章
⑰
で
、
陳
鶴
琴
は
「
活
教
育
」
の

目
的
を
「
現
代
中
国
人
」
を
育
て
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に
、
　
「
現
代

世
界
人
」
を
育
て
る
と
い
う
理
念
に
ま
で
拡
張
し
て
い
る
。
戦
争

終
了
と
と
も
に
、
時
代
は
変
わ
り
、
申
国
人
は
、
申
国
社
会
発
展

の
特
質
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
世
界
的
視
野
を
持
ち
、
世
界
の

潮
流
を
認
識
し
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
と
、
彼
は
考
え
る
。
　
「
現
代
世
界
人
」
と
は
上
の
よ

う
な
「
現
代
申
国
人
」
と
し
て
必
要
な
条
件
の
ほ
か
に
、
世
界
的

視
野
を
も
つ
、
　
「
国
」
を
愛
し
、
　
「
人
類
」
を
愛
し
、
　
「
真
理
」

を
愛
す
る
者
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
　
「
活
教
育
」
の
思
想
と
は
民
族
の
復
興
、
国

家
の
建
設
と
密
接
に
関
連
し
、
建
設
的
能
力
、
実
践
の
能
力
の
養

成
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
申
国
当
時
の
社
会
現
状
は
半
植
民

地
半
封
建
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
る
破
壊
で
、
人
民
生
活
は
困
窮
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
民
族
、
国
家
を
復
興
し
、
人
民

生
活
を
改
善
し
、
新
し
い
民
主
的
科
学
的
社
会
を
建
設
す
る
事
が

す
べ
て
の
申
国
人
の
歴
史
的
使
命
で
あ
っ
た
。
　
「
活
教
育
」
が
提

出
し
た
健
全
な
身
体
、
建
設
的
能
力
、
創
造
の
能
力
、
協
力
の
態

度
、
奉
仕
の
精
神
を
有
す
る
「
現
代
中
国
人
」
と
は
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
使
命
を
担
う
人
間
で
あ
る
。

　
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教
師
養
成
の
実
践
に
お
い
て
、

目
指
さ
れ
た
幼
稚
園
教
師
の
人
間
像
は
陳
鶴
琴
が
こ
こ
で
主
張
す

る
「
現
代
申
国
人
」
の
具
体
化
で
あ
る
。
前
に
も
考
察
し
た
よ
う

に
、
同
校
の
教
師
養
成
の
実
践
の
特
徴
と
し
て
、
近
代
的
な
専
門

知
識
と
技
能
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
国
家
、
民
族
の
復
興
の
た

め
、
現
実
社
会
に
つ
い
て
の
認
識
、
　
「
私
」
を
抑
え
て
、
他
人
、

民
族
、
社
会
へ
奉
仕
す
る
精
神
、
及
び
生
産
、
建
設
の
能
力
、
生

活
管
理
の
能
力
、
実
際
の
研
究
の
能
力
、
実
践
の
能
力
の
養
成
の

志
向
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
み
る
と
、
実
際
の
幼
稚
園
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
の
研
究
や
実
践
の
能
力
の
育
成
、
現
実
社
会
に
つ
い

て
の
認
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
社
会
研
究
活
動
、
日
常
生
活
の

自
已
管
理
や
生
産
、
建
設
労
働
に
よ
る
学
生
の
生
活
能
力
、
建
設

的
能
力
の
育
成
、
更
に
、
集
団
活
動
を
通
し
て
、
集
団
の
力
で

「
公
」
即
ち
社
会
へ
奉
仕
す
る
精
神
の
養
成
を
目
指
し
た
訓
育
の

実
践
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
は
、
ま
さ
に
、
　
「
活
教
育
」

が
目
的
と
す
る
健
全
な
身
体
、
建
設
的
能
力
、
協
力
の
態
度
、
創

造
の
能
力
、
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、
国
家
、
民
族
の
復
興
、
新
し

い
民
主
的
科
学
的
社
会
の
建
設
の
歴
史
的
使
命
を
担
う
「
現
代
申
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国
人
L
を
育
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
江
西
省
立

実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教
師
養
成
の
実
践
の
歴
史
的
意
義
が
存
在

す
る
と
私
は
考
え
る
。

　
　
　
2
、
　
「
活
教
育
」
の
方
法
と
の
関
連

　
「
活
教
育
」
は
、
　
「
な
す
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ
、
な
す
こ
と
を

通
し
て
教
え
る
、
な
す
こ
と
を
通
し
て
進
歩
を
求
め
る
」
こ
と
で

あ
る
。
陳
鶴
琴
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
デ
ュ
ド
イ
が
シ
カ
ゴ
で
主
張

し
た
　
、
、
τ
§
己
握
耳
3
一
潟
。
、
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
⑫
。

　
具
体
的
特
色
と
し
て
は
、
　
「
な
す
こ
と
」
の
重
視
と
「
分
組
学

習
、
共
同
研
究
」
の
強
調
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
な
す
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
実
物
を
研
究
の
対
象
と
し
て
、

実
際
の
操
作
、
生
活
の
体
験
を
通
し
て
「
活
き
た
」
知
識
、
操
作

の
技
能
、
実
践
の
能
力
の
獲
得
を
目
指
す
学
習
方
法
で
あ
る
㈱
。

こ
れ
は
子
供
を
教
室
の
中
に
と
じ
こ
め
て
教
師
の
方
か
ら
一
方
的

に
教
え
込
む
と
い
う
従
来
の
教
育
に
対
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
の
操
作
、
実
践
の
重
視
と
い
う
方
法

的
特
徴
に
は
「
活
教
育
」
の
目
的
の
申
で
目
指
さ
れ
た
「
建
設
的

能
力
」
　
「
創
造
の
能
力
」
の
養
成
と
の
結
び
っ
き
が
読
み
取
れ
る
。

　
「
分
組
学
習
、
共
同
研
究
」
と
い
う
の
は
、
学
生
を
い
く
つ
か

の
組
に
分
け
て
、
組
の
集
団
で
学
習
し
、
共
同
で
討
論
し
、
集
団

の
力
で
学
習
の
効
力
を
求
め
る
学
習
方
法
で
あ
る
。
｝
」
の
た
め
に

は
、
ク
ラ
ス
教
授
の
よ
う
に
時
間
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
教

材
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
、
共
同
討
論
と
研
究
の
た
め
の
十
分
な

時
闘
が
設
け
ら
れ
る
。
陳
鶴
琴
に
よ
る
と
、
こ
の
学
習
方
式
の
利

点
は
、
①
組
織
的
、
②
経
済
的
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
的
で

あ
る
と
い
う
の
は
、
子
供
が
バ
ラ
バ
ラ
に
個
人
学
習
（
ク
ラ
ス
教

授
も
実
は
個
人
学
習
で
あ
る
と
い
う
）
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
組

の
単
位
で
の
集
団
学
習
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
共
に
進
歩
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。
経
済
的
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
集
団
学
習
の
申
で
、
同
時
に
多
く
の
意
見
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
が
研
究
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
児
童
文
学
を
研
究
す
る
時
、
一
組
が
子

ど
も
の
物
語
を
研
究
し
、
一
組
が
子
ど
も
の
歌
を
研
究
し
、
ま
た
、

一
組
が
子
ど
も
が
よ
く
や
る
な
ぞ
な
ぞ
を
研
究
す
る
、
そ
れ
か
ら
、

相
互
に
報
告
し
、
共
岡
討
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
者

が
各
組
の
研
究
し
た
成
果
を
獲
得
で
き
る
と
す
る
。
以
上
の
よ
う

な
点
か
ら
、
　
「
分
組
学
習
、
共
同
研
究
し
は
ク
ラ
ス
教
授
よ
り
も
、

個
人
教
授
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
⑰
。

　
こ
の
よ
う
な
共
同
研
究
、
共
同
討
論
を
通
し
て
の
学
習
方
法
は
、

個
人
の
知
識
、
能
力
の
限
界
を
趨
え
て
、
集
団
の
力
で
学
習
の
効
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果
を
上
げ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
種
の
優
れ
た
学
習
方
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
ま
た
、
そ
れ
は
、
単
に
学
習
効
果
を

求
め
る
学
習
方
法
で
は
な
い
。
共
同
の
討
論
を
通
し
て
共
同
の
進

歩
を
求
め
る
点
は
、
陳
鶴
琴
の
教
育
目
的
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
陳
鶴
琴
は
、
申
国
人
が
伝
統
的
に
協
力
す
る
態
度
を
欠
く

こ
と
が
申
国
の
遅
れ
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
、
国
家
、
民
族
の
復

興
、
新
し
い
民
主
的
社
会
を
建
設
す
る
「
現
代
申
国
人
し
は
、
協

力
の
精
神
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
共
同
討
論
を

通
し
て
共
同
進
歩
を
求
め
る
教
育
方
法
の
主
張
は
、
彼
の
こ
の
よ

う
な
教
育
目
的
の
考
え
と
関
連
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
人
々
が
協
カ
の
精
神
を
持
ち
、
民
族
が
団
結
し
、
共

同
の
進
歩
が
達
さ
れ
て
こ
そ
、
国
家
、
民
族
の
復
興
、
新
し
い
民

主
的
杜
会
の
建
設
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
前
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
の
教

師
養
成
の
実
践
の
申
で
は
、
実
践
の
能
力
の
養
成
の
た
め
、
実
践

活
動
が
常
に
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
共
同
討
論
、
共
同
研
究
を
通

し
て
、
集
団
の
カ
を
発
揮
し
、
共
同
の
進
歩
を
求
め
た
こ
と
も
、

同
校
の
教
師
養
成
の
実
践
に
一
貫
し
た
教
育
方
針
で
あ
る
。
そ
れ

は
学
生
の
学
習
、
研
究
活
動
に
現
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
の

教
授
活
動
に
も
、
　
「
幼
獅
団
」
の
信
条
の
申
に
も
現
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
教
育
方
法
上
に
お
け
る
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校

の
教
師
養
成
の
実
践
は
明
ら
か
に
、
陳
鶴
琴
が
「
活
教
育
」
の
申

で
提
唱
す
る
「
な
す
こ
と
」
と
「
分
組
学
習
、
共
同
研
究
」
の
考

え
方
の
具
体
的
体
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
の
能
力
と
共
同

の
進
歩
を
求
め
る
実
践
こ
そ
、
建
設
的
、
実
践
の
能
力
及
び
民
族

団
結
、
協
力
の
精
神
を
持
つ
、
国
家
、
民
族
の
復
興
、
新
し
い
民

羊
的
社
会
の
建
設
の
使
命
を
担
う
「
現
代
申
国
人
」
と
し
て
の
幼

稚
園
教
師
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
同
校
の
教
師
養
成
の
実
践
の
意
義
が
存
在
す
る
の
で
あ

る
。

V
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
陳
鶴
琴
が
提
唱
し
た
「
活
教
育
」
の
思
想
と
の
関
連
を

通
し
て
、
中
国
最
初
の
公
立
幼
稚
師
範
学
校
で
あ
る
江
西
省
立
実

験
幼
稚
師
範
学
校
に
お
け
る
教
師
養
成
の
実
践
を
考
察
し
た
。
こ

の
実
践
は
当
時
の
申
国
の
国
情
に
合
致
す
る
幼
稚
園
教
育
を
実
現

す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
担
う
幼
稚
園
教
師
の
養
成
が
求
め
ら
れ
て

い
た
背
景
の
申
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
幼
稚
園
教
育
に
た
ず
さ

わ
る
者
は
、
幼
稚
園
教
師
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
、
申
国
民
族
を
半

植
民
地
半
封
建
の
困
窮
、
悲
惨
な
境
地
か
ら
解
放
し
、
国
家
、
民

族
を
復
興
し
、
新
し
い
民
主
的
科
学
的
社
会
を
建
設
す
る
歴
史
的
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使
命
を
担
う
「
現
代
申
国
人
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
的
使
命
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
幼
稚
園
教
師
と
し

て
は
、
た
だ
幼
稚
園
教
育
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
技
能
、
研
究

能
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
健
全
な
身
体
、
建
設
的
能

力
、
創
造
の
能
力
、
　
「
私
し
を
克
服
し
た
協
カ
の
態
度
、
奉
仕
の

糟
神
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師

範
学
校
は
、
こ
の
よ
う
な
「
現
代
申
国
人
」
と
し
て
の
幼
稚
園
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

師
の
養
成
に
輝
い
た
実
践
の
試
み
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
六
年
間
⑰

の
短
い
歴
史
で
あ
る
が
、
申
国
幼
稚
師
範
教
育
史
上
に
お
い
て
画

期
的
な
教
師
養
成
の
実
践
で
あ
っ
た
。

　
　
注

ω
　
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
に
関
す
る
叙
述
と
し
て
、
筆
者
が
こ

　
れ
ま
で
見
い
だ
し
た
の
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
・
鍾
少
華
の
「
陳
鶴
琴
教
育
思
想
与
江
西
実
験
幼
師
」
　
（
岬
南
京
師
範

　
学
院
学
報
』
社
会
科
学
版
、
一
九
八
一
年
第
二
期
　
一
九
八
一
年
五
月

　
一
〇
日
）
、
こ
れ
は
紹
介
的
な
概
説
に
す
ぎ
な
い
。

　
・
門
懐
念
老
教
育
家
陳
鶴
琴
㎏
　
（
北
京
市
教
育
科
挙
研
究
所
、
四
川
教

　
育
出
版
社
　
一
九
八
六
隼
七
月
）
に
収
録
の
邪
舜
田
の
「
謙
謙
君
子

　
白
髪
童
心
し
、
張
文
郁
の
「
回
憶
鶴
琴
先
生
学
習
鶴
琴
先
生
」
、

　
毛
廷
塔
ら
の
「
為
開
創
中
国
化
的
幼
稚
教
育
蝦
苦
九
学
」
、
段
世
琳
の

　
「
”
愛
生
如
子
女
。
的
老
校
長
」
、
周
懲
鯖
の
「
校
長
支
持
我
与
甜
建

　
勢
力
作
闘
争
」
、
張
援
率
の
「
生
命
不
息
　
戦
闘
不
止
」
、
谷
期
範
の

　
「
瓜
繊
州
到
饒
家
鑑
」
、
こ
れ
ら
は
同
校
の
教
師
と
同
校
で
教
育
を
受

　
け
た
者
達
が
当
時
を
回
想
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
短
い

　
も
の
で
あ
り
、
研
究
論
文
の
類
の
も
の
で
は
な
い
。

ω
　
陳
鶴
琴
：
（
冒
竃
ぎ
－
a
轟
）
　
一
八
九
二
－
一
九
八
二
、
現
代

　
申
国
に
お
け
る
教
育
家
、
児
童
教
育
家
。
断
江
省
上
虞
県
に
生
ま
れ
、

　
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
九
年
の
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

　
キ
ン
ズ
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
。

　
一
九
一
九
年
帰
国
後
、
南
京
高
等
師
範
学
校
教
授
、
東
南
大
学
教
務
長
、

　
上
海
工
部
局
華
人
教
育
処
長
な
ど
歴
任
し
、
中
国
の
国
情
に
合
致
す
る

　
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
、
児
童
心
理
学
研
究
、
教
育
測
定
研
究
、
幼

　
稚
教
育
研
究
会
の
発
起
、
児
童
教
育
雑
誌
の
刊
行
、
平
民
教
育
、
実
験

　
幼
稚
園
や
幼
稚
師
範
学
校
の
創
立
な
ど
に
大
い
に
活
躍
し
た
。
特
に
申

　
国
幼
稚
園
教
育
へ
の
貢
献
が
注
目
さ
れ
る
。
解
放
後
、
南
京
大
学
師
範

　
学
院
、
南
京
師
範
学
院
の
院
長
、
申
国
教
育
学
会
名
誉
会
長
、
中
国
幼

　
児
教
育
研
究
会
名
誉
会
長
な
ど
を
歴
任
。
主
著
に
は
、
　
『
児
童
心
理
之

　
研
究
㎏
　
〈
一
九
二
五
）
、
　
門
家
庭
教
育
』
　
〈
一
九
二
五
）
、
　
門
活
教
育

　
－
理
論
与
実
際
』
　
（
編
著
）
　
（
一
九
四
七
）
、
　
『
活
教
育
的
創
造
』

　
（
編
著
）
　
（
一
九
四
八
）
な
ど
が
あ
る
。

㈹
　
張
宗
麟
『
幼
稚
教
育
概
論
』
張
沖
門
張
宗
麟
幼
児
教
育
論
集
』
潮
商

　
教
育
出
版
社
、
一
九
八
五
隼
八
月
　
所
収
、
勺
』
～
旨

ω
　
こ
れ
に
関
し
て
の
論
文
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
：

　
陳
鶴
琴
「
我
椚
的
主
張
」
北
京
市
教
育
科
学
研
究
所
門
陳
鶴
琴
教
育
文

　
集
嶋
下
巻
　
一
九
八
五
年
二
一
月
㍗
c
o
～
8

　
陶
行
知
「
創
設
郷
村
幼
稚
園
宣
言
書
」
華
申
師
範
学
院
教
育
科
学
研
究

　
所
巧
陶
行
知
全
集
弘
第
一
巻
湖
南
教
育
出
版
社
一
九
八
四
年
一
月

　
～
一
Φ
H
c
o
～
ひ
N
H

　
張
宗
麟
「
調
査
江
断
幼
稚
教
育
後
的
感
想
」
　
（
一
九
二
六
，
六
）

　
前
掲
㈹
門
張
宗
麟
幼
児
教
育
論
集
』
所
収
、
㍗
亀
ト
～
偉
H

㈲
　
陶
行
知
は
前
掲
ω
「
創
設
郷
村
幼
稚
園
宣
言
審
」
の
中
で
、
そ
の
よ

　
う
な
幼
稚
園
教
育
の
現
状
を
「
化
銭
病
」
　
（
費
用
が
高
い
）
　
「
窟
貴
病
」
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（
富
裕
階
級
の
子
供
し
か
享
受
で
き
な
い
）
と
強
烈
に
批
判
し
た
。
そ

　
し
て
、
　
「
幼
稚
園
之
新
大
陸
」
　
（
前
掲
ω
門
陶
行
知
全
集
』
籍
一
巻

勺
・
竃
㎝
…
竃
①
）
の
中
で
、
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
本
当
に
幼
稚
園
教

　
育
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
労
働
に
追
わ
れ
て
子
ど
も
の
世
語
が
で

　
き
な
い
農
村
と
工
場
の
平
民
達
で
あ
り
、
農
村
や
工
場
は
幼
稚
園
教
育

　
の
「
新
大
陸
」
と
し
て
、
幼
稚
園
を
平
民
社
会
に
普
及
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

㈹
　
中
華
民
国
大
学
院
叩
全
国
教
育
会
議
報
告
㎞
商
務
印
書
館

　
一
九
二
八
年
八
月
　
～
．
ω
買
　
’

ω
　
教
育
部
参
事
塵
判
教
育
法
令
彙
編
』
第
－
輯
、
商
務
印
書
館

　
一
九
三
六
年
一
一
月
勺
・
お
P
岩
⑩
～
8
9
曽
帖
～
曽
①

㈹
　
陳
鶴
琴
叩
我
的
半
身
』
世
界
曹
局
　
一
九
四
一
年
七
月
　
～
あ
。
。
～
o
。
⑩

⑨
　
陳
鶴
琴
「
創
辮
幼
師
的
動
機
和
経
過
」
陳
鶴
琴
主
編
門
活
教
育
』
囚
巻

　
九
，
一
〇
期
、
活
教
育
月
刊
社
　
一
九
四
七
年
一
一
月
勺
」
竃

㈹
　
前
掲
⑨
　
勺
．
H
署
～
岩
⑩

ω
　
陳
鶴
琴
「
戦
後
中
国
的
幼
稚
教
育
」
教
育
雑
誌
社
門
教
育
雑
誌
』

　
三
二
巻
二
号
、
商
務
印
書
館
　
一
九
四
七
年
八
月
㍗
艶

ω
劉
干
艮
「
葡
進
的
幼
師
」
前
掲
門
活
教
育
』
四
巻
九
，
一
〇
期
勺
．
胃
Φ

ω
衰
昂
「
松
林
中
的
省
立
実
験
幼
師
」
前
掲
門
活
教
育
』

　
四
巻
九
，
一
〇
期
勺
』
竃

似
　
余
之
介
「
活
教
育
的
關
拓
（
続
）
」
前
掲
門
活
教
育
』

　
四
巻
九
，
一
〇
期
㍗
黒
o

帖
前
掲
⑫
㍗
曽
①

㈹
劉
子
艮
「
懐
念
国
立
幼
師
」
前
掲
門
活
教
育
』
四
巻
一
期

　
一
九
四
八
年
四
月
㍗
鷲

｝
余
之
介
「
活
教
育
的
開
拓
」
前
掲
刊
活
教
育
』
四
巻
一
期
勺
．
ω
◎
～
竃

㈹
労
働
早
操
：
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
が
創
立
し
た
独
自
な
体

　
操
の
一
種
で
あ
る
。
そ
れ
ぱ
、
ひ
も
を
引
く
、
船
を
漕
ぐ
、
布
を
織
る
、

　
鋸
を
引
く
な
ど
千
数
種
の
実
際
労
働
の
動
作
を
体
操
の
動
作
に
編
成
し

　
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
　
前
掲
⑨
　
～
．
8
o

㈱
　
前
掲
ω
～
．
蟹

伽
毛
廷
塔
、
ヂ
民
瑞
、
楊
毅
、
沈
海
南
「
為
開
創
中
国
化
的
幼
稚
教
育

　
蝦
苦
九
学
」
北
京
市
教
育
科
学
研
究
所
刊
懐
念
老
教
育
家
陳
鶴
琴
』
四

　
州
教
育
出
版
社
　
一
九
八
六
年
七
月
㍗
H
鳶

吻
　
雷
震
清
「
幼
獅
団
丁
－
実
験
幼
稚
師
範
導
師
制
的
組
織
」
前
掲
『
活

　
教
育
』
二
巻
一
期
　
一
九
四
二
年
二
月
勺
．
Φ

㈱
　
陳
鶴
琴
「
活
教
育
要
億
様
実
施
的
」
前
掲
門
活
教
育
』

　
二
巻
七
，
八
期
　
一
九
四
二
年
一
〇
月
～
μ
竃

似
　
陳
鶴
琴
「
活
教
育
輿
死
教
育
」
前
掲
門
活
教
育
㎏
一
巻
一
期

　
一
九
四
一
年
一
月
勺
・
ω
～
紅

㈱
　
陳
鶴
琴
、
「
活
敬
育
的
圏
的
論
」
前
掲
叩
活
教
育
』
五
巻
二
期

　
一
九
四
八
年
四
月
㍗
竈

㈱
陳
鶴
琴
「
優
如
我
是
休
－
活
教
育
的
人
生
観
（
一
）
」
前
掲
『
活
教

　
育
』
三
巻
八
期
　
一
九
四
五
年
五
月
剛
μ
鵠

吻
　
煎
掲
㈱
　
㍗
H
曽
～
お
ω

㈱
　
前
掲
2
5
　
声
偉
～
亀

㈱
　
前
掲
2
3
　
｝
H
鵠

㈱
陳
鶴
琴
「
活
教
育
的
教
育
原
則
一
」
前
掲
叩
活
教
育
』
一
巻
四
期

　
一
九
四
一
年
四
月
　
勺
．
H
冒

伽
陳
鶴
琴
「
活
教
育
的
教
育
原
則
十
二
」
前
掲
門
活
教
育
ニ
ニ
巻
三
期

　
一
九
四
二
年
二
月
㍗
3
…
實

㈹
戦
後
の
一
九
四
六
年
夏
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
（
一
九
四

　
三
年
後
の
国
立
幼
稚
師
範
学
校
）
が
江
西
省
の
接
収
管
理
に
移
さ
れ
、

　
ま
た
江
西
省
よ
り
南
昌
女
子
師
範
学
校
に
編
入
さ
れ
、
本
校
の
幼
稚
師

範
科
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
、
幼
稚
師
範
専
修
科
が
上
海
に
移
り
、
上
海
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幼
稚
師
範
学
校
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
中
国
最
初
の
公
立
幼
稚
師

範
学
校
、
江
西
省
立
実
験
幼
稚
師
範
学
校
が
六
年
聞
の
歴
史
を
辿
っ
て
、

終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
の
創
立
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
、

七
回
の
卒
業
生
計
二
〇
三
名
を
送
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
次
の
一
覧
で
あ

る
。

第　回 級名 卒業生徒数 卒業年月 備 考

第一国 光明級 35 ユ942年7月 ・第一、二回が省立

同　上 創造級 45 同 上

第二回 服務級 ユ3 1943年1月

第三固 真理級 19 1943年7月 ・本回から国立

第四回 建設級 ユ4 1944年ユ月

第五回 互助級 17 ユ945年7月 ・本回から三年制（これまでは二年制）

第六回 労働級 27 ユ946年1月

第七回 力行級 33 1946年7月

共計 203

（
劉
子
艮
「
前
進
的
幼
師
」
活
教
育
月
刊
社

　
㍗
胃
o
o
に
よ
り
）

門
活
教
育
虹
四
巻
九
、

一
〇
期
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